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１１． 江 戸   時 代
え ど

　関が原の合戦後の１６０３年、 徳  川  家  康 は江戸に
とく がわ いえ やす

幕府を開きました。
　以後、約２６０年間は徳川氏によって治められ
た時代です。この時代を江戸時代といいます。
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(2) 参 
さん

 勤  交  代 ・ 街  道 と 大  里 
きん こう たい かい どう だい り

 宿 
じゅく

◯1 　小倉 藩  主 らの参勤
はん しゅ

　参勤交替の始まりは、「２代将軍・ 秀  忠 のご 気  嫌  伺 い」という形で、諸大名が江戸城を訪れること
ひで ただ き げん うかが

をくり返したことによります。秀忠はこれを利用して、 元  和 ８（１６２２）年に 外  様 大名に、その 妻  子 
げん な と ざま さい し

を江戸に住まわせることを命じました。
　 次 いで 寛 永１１（１６３４）年、３代 家  光 は 譜  代 大名にも同じことを命じました。

つ かん いえ みつ ふ だい

　「 武  家  諸  法  度 」に、次のように記されています。
ぶ け しょ はっ と

一、大名 小  名 
しょう みょう

、 在 と江戸との交替を 相  定 むる所なり。 毎  歳 夏四月に参勤 致 すべし。
ざい あい さだ まい とし いた

　　　 ● 意　味→大名（ 石  高 １万石以上の領主）と小名（石高１万石未満の領主）は、 国 
こく だか くに

 許 （藩）と江戸とを 交  替 すること。毎年４月（今の４～６月）に参勤する
もと こう たい

こと。

　九州の大名たちは、参勤交替には関門海峡を渡
らなければなりません。
　もちろん船を利用するわけですが、譜代大名と
外様大名とでは違いがありました。
　 譜 代大名の小倉藩主 小  笠  原 氏は、小倉城下の紫

ふ お がさ わら

川口と 兵  庫 （神戸）、紫川口と 難  波 （大坂）の間
ひょう ご なに わ

を 自  前 の船で航行できました。
じ まえ

　しかし、黒田氏や 鍋  島 氏などの外様大名が、船
なべ しま

で行けるのは、黒崎と赤間関、または、大里と赤
間関との間だけでした。
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譜代大名（小笠原氏）と外様大名（黒田氏ら）の参勤交替時の渡海の違い
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◯2　大里宿場の様子
　内裏村（大里村）は、だれの手によってどのように整備され、栄えていたのでしょう。
　小笠原 忠  真 は、内裏村の一角に地図に示すような宿場の 町  割 りをしました。

ただ ざね まち わ

＜大里宿場図（片田熊夫氏作図に加筆除筆）＞

　宿場には大名が宿泊する宿（ 本  陣 。お 茶  屋 ともいう）
ほん じん ちゃ や

のほかに、一般の旅人や参勤の 供 
とも

 侍 たちが泊まる宿屋
ざむらい

が建ちました。そして、雑貨屋・魚屋・米屋・酒屋・
飯屋などの店もありました。
　大里宿場が大名たちの参勤で 賑 うようになると、筑

にぎわ

後久留米藩の 有  馬 氏は、宿場の東の地を小笠原氏から
あり ま

借りて、藩屋敷を４６軒も建て、２４艘の船を常備しまし
た。
　 寛  政 １１（１７９９）年には、大里宿場の西の 端 に、幕府が

かん せい はし

長崎 奉 
ぶ

 行 
ぎょう

 所 の出張所を造りました。
しょ

　したがって、この年から、長崎街道は「長崎－小倉
城下」から「長崎－大里宿場」となりました。大里の長
崎番所について、「 浄 

じょう

 国  寺  公  年  譜 」に、右の文が見えます。
こく じ こう ねん ぷ

　寛政十一年、豊前国大里と住吉社との村
の間に、公儀より番所を 取  建 てて有り、

とり た

　●意味→寛政１１年、豊前国大里と住吉神
社の間に幕府が番所を建てた。
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◯3 　大里宿場の人々と九州の諸大名
　大里宿場を利用した九州の諸大名の参勤交代の様子はどうだったのでしょう。
　今の小倉北区長浜にあった門司口門から大里宿場に通じる浜辺の様子は、
　「企救の高浜　 根  上  松 よ　豊前街道で　これ名所」

ね あがり まつ

と、 唄 われました。
うた

「根上松」とは、松の根をおおっていた砂と土が長い年月にわたって風波で吹き飛ばされたり、洗
い流されたりして、根が深いところまで出ている松のことです。
　また、根上松の海岸を大名行列して行く様子は、次のように 唄 われました。

うた

　「企救の高浜　根上がり松よ　馬もお 籠 も　ゆるりとな
かご

　　　　　　　　　海辺眺めて　ゆるりとな　 毛  槍 そろえて　街道を」
け やり

　藩主は籠に乗っている。
　その前後と左右を、馬に乗った武士と 徒  歩 の武士がそれを囲んでいる。先頭は、毛槍を

か ち

高く 掲 げた 中  間 が進む。後方には、荷を背負った馬を導く 人  足 や荷を 担 いで運ぶ人足が続
かか ちゅう げん にん そく かつ

いている。
　関門海峡の波が寄せては返す松の浜辺を、一行はゆるりゆるりと進んで行く。

　そのような様子が目に 浮 かんできませんか？
う

会津藩松平家参勤交代のようす（文渓堂　６年　社会科資料集）
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　この大名行列の一行を、今か今かと待ちわびていた人々が、大里宿場の 町 
まち

 衆 でした。
しゅう

　大名一行が宿場に入る前々日か前日に、「○○藩△△様、□□刻ごろご到着の予定」と、宿場役人
の知らせが来ます。知らせが入ると、宿場の町衆は、老若男女 総  出 で宿場の内外の道・ 溝 ・ 路  地 を

そう で みぞ ろ じ

掃除します。そして、路上が犬や猫の 糞 で 汚 されないように気を配りながら、一行の到着を 期  待 し
ふん よご き たい

て待つのでした。
　なぜ、大名一行の到着を期待して待ったのでしょうか。
　それは、お供の武士や中間・人足たちが宿場の店で買い物をしたり、酒屋や 飯  屋 で飲食をしたり

めし や

して、お金を使ってくれることを期待していたからでした。
　しかし、どの大名一行も、お金を使ってくれるとは限りませんでした。肥前佐賀藩の鍋島氏と 大 

おお

 隈 ・ 薩  摩 の鹿児島藩の島津氏は、九州を代表する大々名でしたが、大里宿場の町衆には人気があり
すみ さつ ま

ませんでした。

　「いやなお客は　鍋島薩摩　いつも夜泊まり　七ツ立」
　　　 ● 意　味→鍋島と薩摩の大名行列は、いつも夜 遅 く宿場に入って来て、翌朝は四時

おそ

には出発して去ってしまう。「 素  泊 まり」「 素 通り」するだけなので、売
す ど す

り上げにつながらない。

　と、 嘆 いた唄です。
なげ

宿場の 面  影 を今も伝える民家と、今の様子
おも かげ
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(2)亨 保    
き ょ う ほ う

の 大  飢  饉 と猿喰新田の開発
だい き きん

◯ 　亨保の大飢饉
　１８世紀前半の亨保１７（１７３２）年の秋のことです。この年は 未  曾  有 の 大  凶  作 で、企救郡は、前年

み ぞ う だい きょう さく

に続いての２年連続の凶作でした。その原因は、 日  照 不足とイナゴの異常な発生でした。
にっ しょう

　門司区旧門司の寺の記録「 真  光  寺  史 」は、次のように伝えています。
しん こう じ し

　　　　＜亨保十六年＞
　この年凶作なり。豊前地方はしか

● ● ●

、 犬 
いぬ

 煩 
わずらい

 事 多し。人に 喰  付 き死す者多し。
ごと くらい つ

　　　　 ● 大意→この年、凶作。豊前国では 麻疹 と狂犬病が流行している。狂犬にかみつ
は し か

かれて、狂犬病で死ぬ者が多い。
　　　　＜亨保十七年＞
五月六日　雨降り続くこと五十日
五月六日　大 洪  水 

こう ずい

五月十日　大洪水
 閏 五月十二日　大洪水
うるう

六月二十一日　大 雷  鳴 、
らい めい

 世界暗 となる
よのなかやみ

七月　虫害多し　※イナゴの害 真　光　寺

　この結果、企救郡では、３～４人に一人の割合で、７６２２人（うち、町人は２４８１人）もの死者が
でました。
　この７６２２人もの死者が、すべて 餓  死 者というわけではありませんが、真光寺の過去帳（死者を

が し

記録した 帳  簿 ）には、死者の数が次のように示されています。
ちょう ぼ

十九年十八年十七年十六年十五年亨保十四年

五人三十七人十四人八人九人九人

　これを見ますと、真光寺のある旧門司での死者数が、１７、１８年に 突  出 しているのが分かります。
とっ しゅつ

　大飢饉が直接の原因となっていることは、まちがいないでしょう。
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　大飢饉によって 飢  餓  地  獄 に 陥 った藩士と藩民を救うために、参勤交代で江戸に 滞 在中の藩主の 忠 
き が じ ごく おちい たい ただ

 基 に、小倉城につめていた重臣らは、急ぎの連 絡 をしました。そして、許しを得ると、小倉城内の
もと らく

米蔵を開いて、たくわえていた米や麦の一部と、その他の食料を藩の人々に放出しました。
　しかし、それは、藩士とその家族の 救  済 を第一としたもので、城下町に住む町人や農村部で暮らす

きゅう さい

農民にはほとんどゆきわたらず、飢餓をやわらげることはできませんでした。
　次に、藩は幕府から、１2000両もの借金をして、それで米の買い付けをしようとしましたが、何し

◯ 　 宗  祐 と猿喰新田の開発
そう ゆう

　大里宿場町を含む大里村の庄屋をしていた人
が、石原　宗祐でした。亨保の大飢饉は、宗祐
が２３歳（数え年）の時で、大里村から１２６名
もの餓死者が出ました。
　この時の地獄の体験は、後に、新田の開発に
つながっていくのでした。
　宗祐が、父の後を継いで庄屋 職 についたのが、

しょく

 元  文 ３（１７３８）年で、２８ 歳 の時でした。
げん ぶん さい

　 宝  暦 ７（１７５７）年、４８歳で庄屋職を 息  子 に 譲 っ
ほう れき むす こ ゆず

晩年の宗祐像

新田ができる前の様子

伊川 柄杓田

今津

猿喰 猿喰湾

畑（はた）

軽
子
島

昔
の
海
岸
線

今
の
海
岸
線

津村島

本村川

裸島

門司北高校
地蔵面

文

た宗祐は、その年の１１月に、弟の 賢  達 （賢
けん たつ

達も門司村の庄屋で、 甚  作 ともいう）の協
じん さく

力を得て、猿喰湾の 干  拓 に着手しました。
かん たく

　工事は、約４００ｍの湾の口を 仕  切 る 堤  防 
し き てい ぼう

造りから始められました。
　近くの村から集めた 人  夫 （働き手）の汗

にん ぷ

と力で、堤防造りは順調に進むかに見えま
したが、あと１００ｍのところで、工事が行
きづまりました。海底にはヘドロが大量に
たまってて、岩石をいくら投げ入れても、
 地  盤 が固まらなかったのです。
じ ばん

ろ西日本全域にわたっての大凶作・大飢饉でした
から、十分な米の買い付けはできませんでした。
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「こりゃあ、なんぼ岩石を投げ入れても 無  駄 じゃ」
む だ

人夫たちは、あきらめの思いが先立ち、働く意欲が失われていきました。
「皆の 衆 よ、わたしに 妙  案 がある。あきらめては、なりませんぞ」

しゅう みょう あん

このように人夫たちを 説 く宗祐に対して、甚作も
と

「皆の衆の言う通りと思う。ここは、あきらめがかんじん
● ● ● ●

かも」
と、工事の中止を 勧 めましたが、宗祐は、

すす

「 甚  作 よ、いかにこの海の底深いとて、限りはあるものぞ。わしは一歩も 退 かぬぞ」
じん さく しりぞ

と、決意のほどを示したのでした。
　宗祐は、この時、すでに土台固めのために、小舟を岩石ごと沈めるという方法を考えていたので
しょう。
　宗祐は、その日と翌日の両日に、下関・大積・白野江・田野浦・喜多久・今津・井の浦・柄杓田
などに住む漁師を訪ね、古い小舟を十数 隻 買い入れました。

せき

「皆の衆、小舟にうんと岩石を運び込むのじゃ。そして、舟ごと沈めるのじゃ。
　土台は間違いなく固まる」

 汐 ぬき穴、４つのうち写真の２つが現存
しお

　宝暦８（１７５８）年１１月、
猿喰湾は堤防によって外海
の 周  防  灘 から切り離されま

す おう なだ

した。
　次に、湾内に残された大
量の海水を湾外に出す作業
にとりかかりました。
　翌 年、約３３町２ 反（約
３３ヘクタール）の新地に生
まれかわると新地を田畑に
使えるように、土地の改良
にとりかかりました。新地
に含まれている塩分を取り
去ることと、農業用水の確
保が必要でした。
　猿喰の地には本村川が流れていましたが、宗祐たちが開いた新地には、その川の水を利用する権
利がありませんでした。それで、宗祐たちは、折谷、八ヶ坪、鳥越、両国免の 溜 め池造りに取りか

た

かりました。
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　それは、 宝  暦 ９（１７５９）年から 明  和 ５（１７６８）
ほう れき めい わ

年までかかる工事で、その間も新地に含まれ
ている塩分を湾外に出す作業を同時に続けま
した。
　新地が田

●

に変わると、宗祐は近くの村から
次男、三男の数十名に耕作させました。
　その際、宗祐は、家・農具・ 種  籾 など、暮

たね もみ

らしと 農  耕 に困らないように準備をしてあげ
のう こう

たということです。
現在の 折  谷 池（奥の建物が門司北高、その間に新田が広がる）

おり たに

裸島と厳島神社の鳥居

現在の猿喰新田の様子

　また、 安  永 ２（１７７３）
あん えい

年には、耕作する人々
の安全と豊作を願って、
 裸島 
は だ か じ ま

に 厳  島 神社を建て
いつく しま

ました。
　１７５７年から約１６年
間という長い年月をか
けて、新田から米が 収 

しゅう

 穫 できるようになりま
かく

した。
　その時の宗祐や村人
は、どのような気持ち
で、厳島神社にその新
米を 奉 げたことでしょ

ささ

うか。また、宗祐や人
夫たち、農民たちは、
どのような気持ちで現
在の新田を見ているで
しょうか。
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(3)伊能 忠  敬 の門司測量
ただ たか

　伊能忠敬は、 延  亨 ２（１７４５）年に、 上  総  国 山
えん きょう かず さの くに

武郡 小  関 村（千葉県九十九里町）に生まれました。
お ぜき

　１７歳の時に、 下  総  国  佐  原 村（千葉県佐原市）の
しも うさの くに さ わら

名主（庄屋）の伊能家の養子になりました。
　伊能家には、算術・測量・天 文 の蔵書が数多

もん

くありましたので、測量術や数学， 暦 学の基礎を
れき

独学で身に付けることができました。
　 寛  政 ６（１７９４）年、５０歳の時、 家  督 を長男の

かん せい か とく

 景  敬 に 譲 ると、翌年、江戸の深川黒江町（東京
かげ たか ゆず

都江東区深川）に移りました。そして、天文学と
数学の研究に没頭し、幕府天文方の高橋 至  時 の

よし とき

 弟  子 となりました。
で し

　寛政１２（１８００）年、幕府は、至時に 蝦  夷 地
え ぞ

（北海道）の測量と地図作成を命じました。
　この時、至時は忠敬を 推  薦 しましたので、幕府

すい せん

は、それを忠敬に命じました。忠敬が、５６歳の
時でした。
　忠敬は、その年の６月に蝦夷地に行き、翌年
１２月に江戸に 戻 ってくると、正確な地図を幕府

もど

に提出しました。
　忠敬は、蝦夷地の測量中に天体観測を欠かし
ませんでした。そして、 子  午 線１度を２８里２分

し ご

（１１０．８ｋｍ）と算出しました。これは、現在の
精密観測機器で測量した値の１１１ｋｍとほぼ同
じです。

忠敬の画像

地球の大きさと部分名称
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　忠敬とその助手たちの一行が北九州の地に入ったのは、文化６（１８０９）年１２月２７日で、測量に
かかったのは、翌年１月１２日でした。
　豊前国企救郡から九州本島と周辺の島々の測量が始まりました。この日の忠敬の日記を見ましょ
う。

朝、小雨。 見  合 わす。四ッ頃、雨 止 む。 夫 より、小倉城下船頭町出立。 手  分 けの我等 下  河  辺 、
み あ や それ て わ しも かわ べ

青木、箱田、平助、 同  所 の宝町秋月街道三辻より 初 む。…（中略）…文字口門外の海辺を 測 
どう しょ はじ はか

る。…（中略）…長浜浦、富野村、山越町、赤坂村、新町村、原町村を 歴 て、大里村駅 迄 測
へ まで

（文字口門外より一 里 十一丁五十間一尺寸）。 前 の海辺 共  合 わせて、一里二十一町四十三間
り さき とも あ

二尺七寸（小倉より大里辺駅道一里半）。止宿 本  陣  重  松  彦  之  丞 にししゃくす。家作よし。…
ほん じんの しげ まつ ひこ の じょう

（中略）…午後、 微  雨 。 暮 れより雨。
こ さめ く

 不測 。
はからず

　　　●大意→小倉城下の宝町から測量を開始。文字（門司）口から長浜から大里村宿場ま
で測る。ここで、家の作り（家作）がよい本陣の重松宅に宿をとった。

　　　　　　　※「 里 ・ 町 ・ 間 ・ 尺 ・ 寸 」は、古代からわが国で使われていた長さの単位
り ちょう けん しゃく すん

（ 尺  貫  法 ）です。１里は３６町で、約４ｋｍ。１間は６尺で約１．８ｍ。１尺は
しゃっ かん ほう

１０寸で、約３０ｃｍ。

　翌日は小森江→白木崎→門司村（中食
※昼食のこと）→網屋浜→田野浦までを
測量して、田野浦で宿泊。
　１４日は、太刀浦→ 部 埼→白野江→大

へ

積→喜多久→柄杓田まで。光照寺で宿
泊。
　１５日は、柄杓田→伊川村→軽子嶋→
猿喰村→今津村（中食）→乗船→恒見
村→津村嶋一周→恒見村。光円寺で宿
泊。
　１６日は、恒見村から下曽根まで測り
つつ、周防灘に沿って南下しながら、測
量を続行。その後、日向国（宮崎県）
まで下りました。
　９年１月に小倉城下に戻ると、２７日
からは、小倉城下から企救郡の西部の本陣＜お茶屋＞跡
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測量に入り、西隣の 筑  前  国 遠賀郡の八幡・戸畑・若松地区を測量しました。
ちく ぜんの くに

　忠敬と弟子たちの測量は、「伊能図（正式名は、大日本沿海與地図。別名は大日本沿海実測全図）」
として、忠敬の死後の 文  政 ４（１８２１）年に、幕府天文方の 景  保 （高橋至時の子）と忠敬の弟子たち

ぶん せい かげ やす

の手で完成しました。

(4) 部 
へ

 埼 灯台
さき

部　埼　灯　台

　ＪＲ門司港駅から青浜行きの西鉄バスで約３０分。終点の青浜から、徒歩で約１０分の所にあります。
　 天  保 ７（１８３７）年のことです。青浜海岸の小高い丘の上に、一人の僧が小さな 庵 を造って住みつ

てん ぽう いおり

きました。
　僧は、夜ごと 薪 を燃やして、海峡を航行する船の安全を守る灯台がわりの役目を果たしていまし

たきぎ

た。この僧が 清  虚 です。
せい きょ

　清虚は、昼は田野浦、柄杓田、大里までも、 托  鉢 という修行をして回りました。
たく はつ

　清虚は、１日に１食しか食事をとらず、托鉢して集めた米は薪にかえて、夜はそれを燃やして、
船の航行を助ける明かりにしていたのでした。
　はじめのうちは、 得  体 の知れない坊さんと小馬鹿にしていた村人も、その熱心さに心を打たれて、

え たい

白野江村の庄屋を通して、清虚への 援 助を小倉藩に願い出るようになりました。
えん
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　清虚は、 嘉  永 ３（１８５０）年、
か えい

７４歳の 天  寿 を 全 うするまでの
てん じゅ まっと

１３年間、１日も火を絶やすこと
なく、たき火を続けました。
　清虚の行いは、明治時代にな
ると、村人に受け継がれ、英国
式灯台に実を結びました。

　今の灯台は、明治５（１８７２）
年に九州で３番めに建てられた
洋式灯台です。イギリス人の技
師と日本人の大工さんらによっ
て建設されました。

清虚の像と周辺の様子

清虚の像
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　長州藩は、「 異 国船打ち 払 い」の幕府の命令に従い、
い はら

関門の海に姿を現した外国の 艦 船に 砲  撃 を続けまし
かん ほう げき

た。
　 元  治 元（１８６４）年８月、イギリス、フランス、ア

げん じ

メリカ、オランダの四ヵ国連合艦隊は、長州藩に対
して報復に出ました。
　この戦争は連合艦隊側の勝利で、長州藩は多数の
死傷者を出したほか、沿岸の藩の砲台はすべて破壊
されてしまいました。

　和布刈公園に「唐人墓」と呼ばれる十字 架 が建っ
か

ています
　この唐人墓は、元治元（１８６４）年の長州藩と四ヵ
国連合艦隊との戦いで戦死したフランス兵の 慰  霊  碑 

い れい ひ

です。

(5) 唐  人  墓 
とう じん ばか

唐　人　墓

(6)長州藩と豊前小倉藩の戦争

　徳川１４代将軍の 家  茂 と大老職の井伊 直  弼 の幕府政治下の武士社会では、２つの主張が対立してい
いえ もち なお すけ

ました。
　幕府の政治（ 幕  政 ）の開国政策を支持する「 佐  幕 派」と、従来の鎖国政策を望む「 攘  夷 派」の対

ばく せい さ ばく じょう い

立でした。
　豊前小倉藩は、譜代大名の小笠原氏でしたから、当然、開国派でした。
　ところが、海峡向こうの長州藩は藩主が外様大名の毛利氏でしたから、当然のことながら攘夷派で
した。
　長州藩が、後に倒幕派に変身し、そのリーダーの藩となっていきますと、幕府は、長州藩征討の
幕令（第二次征長令）を西日本地方の諸大名を中心に発しました。
　これにより、長州藩と小倉藩は戦うこととなりました。
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◯ 　田野浦・ 楠  原 での戦闘
くす ばる

　 慶  応 ２（１８６６）年６月１７日の 未  明 、
けい おう み めい

長州軍は、田野浦を 艦  砲 射撃して、
かん ぽう

兵を上陸させました。
　出撃準備にとりかかろうとしてい
た小倉軍は、 慌 てふためいて大混乱

あわ

となりました。
　長州軍は最新式の鉄砲で 武  装 して

ぶ そう

いたので、応戦した小倉軍は歯が立
たず、死傷者が増えるばかりでした。
　 浮  足 立った小倉軍は総くずれと

うき あし

なって、楠原方面、清滝方面、 更 に
さら

は大里へと敗走して行きました。
　長州と小倉の初日の戦闘で、小倉
軍は長州軍の約３倍の兵力を持ちな
がら、 惨  敗 してしまいました。

ざん ぱい小倉軍の門司配置図

小倉軍の門司配置図

　長州軍は、田野浦の小倉軍陣地を破壊した後、下関に引き 揚 げました。
あ

◯ 　大里での戦闘
　田野浦・楠原戦闘の後、しばらくは
 小 
しょう

 康 状態が続き、７月３日に長州軍約
こう

８百が大里に上陸すると、２度目の戦
いが始まりました。
　小倉軍は、長州軍の次の攻撃は大里
だと想定した陣をしいていました。長
州軍はその裏をかいて兵を２隊に分け、
一隊は小倉軍の正面から、他の一隊は
 背  面 から攻める作戦を立てました。
はい めん

　また、長州軍は、 観  音  山 から 静  泰  院 
かん のん やま じょう たい いん

の一帯に布陣中の 新  田 ・安志の小倉支
しん でん

藩軍に、海峡から艦砲射撃をして、小
倉軍を混乱させました。
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　小倉軍は、 馬  寄 ・赤坂方面へと敗走
まい そう

しました。
　２度めの戦いにも勝利した長州軍で
したが、兵数で 劣 っていたため、小倉

おと

軍の 夜  襲 を 警  戒 して、その日の夕方、
や しゅう けい かい

下関へと引き揚げました。
◯　馬寄・赤坂での戦闘
　７月２７日、長州軍約８百は、 白  木  崎 

しら き ざき

の浜（西鉄バス停「風師」を海峡側に
下って国道１９９号線に出た所）に上陸
しました。
　これに合わせて、長州軍の軍艦も、 静泰院跡

馬寄村の小倉軍に艦砲射撃を加えました。
　砲撃にさらされた小倉軍でしたが、熊本藩細川軍が支援して戦列に加わると、その勢いも士気も

高まりました。
　一度は 八  丁  越 、赤坂へと後退

はっ ちょう ごえ

した小倉軍でしたが、長州軍の
数倍の兵力に加え、細川軍の
アームストロング砲が 威 力を 発 

い はっ

 揮 して、この戦闘で初めて勝利
き

しました。
　翌２８日、長州軍は新たな兵を
投入して巻き返しに出ました。
　長州軍の勢いはものずごく、
小倉軍は敗れ、赤坂村・ 延  命 寺村

えん めい

一帯は長州軍のものとなりまし
た。

　その後、長州藩と小倉藩の戦
いの舞台は、小倉へと移ってい
きました。赤坂合戦の石碑




